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土俵三周の太鼓と触れ太鼓
根 間 弘 海＊
１．はじめに１）
現在，土俵祭りの最後には「触れ太鼓土俵三周」というものがあり，呼
出しが２基の太鼓をたたきながら２），土俵を左回り（つまり反時計回り）
に三周する。太鼓は東の花道から入る。土俵を三周したのち入場してきた
東の花道へと退く。触れ太鼓のうち１基は太鼓櫓に乗せて，寄せ太鼓や跳
ね太鼓として打ち鳴らす３）。残りの太鼓は触れ太鼓となる。触れ太鼓は必
要に応じて追加される４）。なお，櫓太鼓とは櫓の上で叩く太鼓であり，触
れ太鼓とは土俵を周回しながら叩いたり，地域を巡りながら叩いたりする
太鼓である。
土俵祭りの触れ太鼓は土俵を左回りに三周するが，その歴史的な経緯に
ついては分かっているものとそうでないものがある。たとえば，以前は一
周だったことが分かっている。しかし，いつから一周するようになったか
に関しては分からない。また，なぜ左回りするかに関しても定かでない。
触れ太鼓が元禄のころにあったことは文献で確認できるが，いつから始まっ
たかとなるとまだ分からない。また，三周になった時期は明治末期だと分
かるが，なぜ三周するようになったかははっきりしない。三周に関する意
味づけがいくつかあるが，どれが真実なのかははっきりしない。相撲の三
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神に敬意を表するためだという意義づけにしても，その三神には一貫性が
ない。神々の名称自体が異なるのである。
相撲と太鼓は昔から密接な関係にあったので，相撲場の太鼓については
多くの文献で言及されている５）。たとえば，相撲節会でも太鼓は使用され
ていた。相撲節会が絶えた承安４年後でも相撲場の櫓で太鼓を確認できる
絵図はいくつかある。しかし，相撲の開催を告知する「触れ太鼓」がいつ
始まったかに関しては分からない。また，触れ太鼓は土俵を周回した後で
巡回するようになったのか，土俵を周回せずに巡回するようになったのか
さえまったく分からない。触れ太鼓の起源と言い，理由づけと言い，本当
に分からないことが多いのである。
このように，触れ太鼓には分からない面が多々あるが，本稿ではその触
れ太鼓について解明を試みる。前半部では，主として次のことを調べる。
（a）相撲の開催を告知する触れ太鼓はいつ頃から行われているか。
（b）土俵祭りの触れ太鼓はいつから三周するようになったか。
（c）土俵祭りの触れ太鼓はなぜ左回りするのか。
（d）土俵祭りの触れ太鼓はなぜ三周するようになったか。
後半部では，触れ太鼓や櫓太鼓の現状について現役呼出し二人が語った
ことを提示してある。私が質問し，それに呼出しが答える形式になってい
る。
因みに，相撲では土俵祭りの触れ太鼓だけでなく，土俵入りや懸賞幕披
露などもほとんどすべて，左回りである。右回りするのはほんのわずかで
ある。土俵祭りで祭主が神酒を注ぐが，それも左回りである６）。
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２．文献の触れ太鼓
相撲の開催を知らせる触れ太鼓に関する記述は，次に示すように，『大
江俊光記』の中で確認できる。
・『武技部１９（相撲上）』の『大江俊光記』
「元禄１２年６月１７日，鳴物昨暁迄也。在所の相撲触太鼓，昨夜半
過御免之由，助太夫被申，今日相撲有，１８日，母公朝飯後，京へ
御帰り，相撲太鼓やかましく思召故也」（p．１１７０）
この資料から元禄１２年には明らかに「触れ太鼓」があったことが分かる。
それ以前にも触れ太鼓があったとする文献もあるが，それを裏付ける証拠
は必ずしも定かでない。それを裏付ける証拠が提示されていないからであ
る。そのような文献を次に示す。
・半渓著『相撲宝鑑』（M２７）の「勧進太鼓の起原」
「（勧進相撲の太鼓は：NH）その始めは寛文年中相撲御免あり
し時，伊勢の海五太夫願いの上，太鼓を廻す事とはなりしなり」
（p．１４９）
この記述の「太鼓を廻す事」という表現は，触れ太鼓のことである。寛
文年間（１６６１－７２）は元禄１２年（１７００）より約３０年前である。伊勢ノ海は
確かに相撲太鼓と密接な関係にあったが７），触れ太鼓が寛文年中にあった
かどうかは必ずしも定かでない。何を根拠にそのような記述をしているか
が分からないのである。寛文年間に触れ太鼓があったことを確認するには，
この記述を裏付ける証拠が必要である。本稿ではその証拠を提示できない
が，寛文年間に触れ太鼓があったとする文献があることを指摘しておきた
い。
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元禄１２年には触れ太鼓を資料で確認できるが，その触れ太鼓は相撲を催
行する前日の「夜中」に触れ回ったようである。前日の「昼間」に触れ回
ることがあったかどうかは必ずしも定かでない。次の文献では，前日に触
れ回ったことを確認できる。
・本場所パンフレット（平成２年１月場所）８）
「江戸勧進大相撲の基礎が確立された約２５０年前の享保年間より，
初日の前日から千秋楽の前日まで毎日ふれ歩いた。当時は天候に
よるので相撲があるかないかを知るために毎日必要であった。（後
略）」（p．２９）
この記述では勧進大相撲の基礎が享保年間に確立し，それに合わせるよ
うに触れ太鼓は相撲催行の「前日」に触れ回っている。勧進相撲がこの享
保年間に確立したという前提そのものが正しいのかどうか必ずしも定かで
ない。何をもって「基礎」と見るかが分からないからである。いずれにし
ても，触れ太鼓が「前日」に触れ回るようになったのは，享保年間である
という。これには何らかの確証があって記述してあるはずだが，残念なが
らどのような確証があるかが分からない。
享保年間までは不定期に触れ回っていた「触れ太鼓」が，享保年間に定
期的になったというのであれば，やはりそれを確認できる証拠が必要であ
る。元禄１２年から享保年間までは約３０年あるが，その間，触れ太鼓はどの
ように触れ回っていただろうか。享保年間に「定期的に前日に」触れ回る
ようになったという当時の資料があれば，それまでは「不定期に」回って
いたことが証明できる。そのような資料が提示されるまでは，触れ太鼓が
享保年間に「前日に」触れ回るようになったという記述をそのまま採用で
きない。
それにしても，土俵祭りで「触れ太鼓」が使用されたのは，いつからだ
ろうか。土俵を清める儀式はその形がどうであれ，相撲が催行された頃か
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ら始まっていたはずだ。触れ太鼓は少なくとも元禄１２年には使用されてい
る。しかし，太鼓がいつから土俵を周回するようになったのかは，まった
く分からない９）。ある時期は土俵を周回せず，触れ太鼓が開催場所から街
中へ出かけたはずだ。そしてある時期から土俵を周回した後，街中へ出て
触れ回るようになったはずだ。何らかの理由があって土俵を周回するよう
になったのかどうかもまったく分からない。土俵を周回する「時期」や「理
由」などには関心があるが，残念ながらそのようなことに触れている資料
を見つけることができなかった。
なお，触れ太鼓は一般の人に相撲の催行を知らせるためだけでなく，力
士たちを相撲場へ集めるためでもあるという。これについては多くの文献
に触れているが，その中から三つほど示しておく。
（a）式守幸太夫著『相撲金剛伝』（嘉永癸丑歳）の「相撲太鼓ノ起原」
「相撲に太鼓を打つは漢武角力戯によるにや。往古処々いる剛力
丈吏の相撲を集めるに太鼓を打って相撲ありと知らせる。これを
聞きて八方より力者来り。相撲興行あらば合図太鼓と名付けたり。
当世の櫓太鼓又は興行前日町中触太鼓打ち歩くはこの余風にて相
撲力者を場所へ集める知らせの為なり。依って年寄の居宅の門に
て一調子けわしく打ちならすはこの古例によるにや。」（pp．１７－
８）
（b）『都』（T１２．５．１１）の「夏場所は今日が初日」
「夏場所大相撲もいよいよ１１日初日となり１０日朝９時半，吉例に
よって天下泰平，国家安穏，五穀豊穣の太鼓賑々しく土俵を廻っ
て後，国技館前に勢揃いし，各区に別れて触太鼓に廻った。正午
には太鼓祝いが協会楼上で開かれ，例年，触太鼓は８基であった
が，今場所は９基の太鼓となった。」
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（c）彦山著『相撲道綜鑑』（S１５）１０）
「触れ太鼓は，初日の前日土俵祭が終ると同時に，三基の太鼓を
勇ましく鳴りとどろかしながら土俵を三周し，そのまま市中に出
て，初日の番組を触れてあるくのであるが，熱心な相撲愛好家で
あり，何らかの因縁ある家には，わざと立ち寄ってその番組を呼
び上げる。その家々ではこれを慶称として呼出しに祝儀を出す。」
（pp．４７１－２）
触れ太鼓は市中を触れ回るだけではなく，相撲愛好家や相撲と因縁ある
家にも立寄っている。これは現在も同じである。もちろん，元禄や享保の
頃も同様に相撲と関わりのある家にも立寄ったかどうかは定かでない。
３．いつから三周したか
土俵を三周する以前は，一周するのがならわしだった１１）。江戸時代の触
れ太鼓については，たとえば，次のような記述がある。
・古河著『江戸時代大相撲』（p．３３４）１２）
「太鼓触れの日となると，５基の太鼓を伊勢の海の稽古場から下
し，それぞれに人足と呼出し奴が付き添って，回向院の境内で勢
揃いをする。やがて勇ましく太鼓を打ち鳴らし，相撲小屋の中を
一巡して，それよりおのおの持ち場所なる五ケ所へ，太鼓を鳴ら
して触れまわし，のちその一つを櫓に備え，興行中は日々打ち鳴
らしたものである。」
風間著『相撲，国技となる』によると，土俵の三周は明治４２年６月の国
技館開館時に始まっている。
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・風見著『相撲，国技となる』
「全天候型の国技館ができてからは当然，初日を知らせる触れ大
鼓だけとなった。そして，土俵を三巡りしてから始める手順が新
しく導入された。午前１１時頃，十両以上の取組割の印刷ができる
と，土俵を取り巻いて待っていた６組の触れ大鼓が音響かせなが
ら土俵を巡り始め，三巡りした後，館の裏側から出てそれぞれ受
け持ちの所へ出かけた。」（p．５６）
この記述によると，土俵を三周し始めたのは，国技館開館時である１３）。
土俵祭りが初日の前日に行われ，６組の触れ太鼓が土俵を三周し，その後
で市中に繰り出したという具体的な記述があることから，それは確かな裏
付けに基づいている。太鼓の数が６組だったという具体的な表現だけを見
ても，その記述の信ぴょう性は疑いようがない。しかし，この記述を裏付
ける資料をまだ確認できていない。それで，あえて別の見方をここでは改
めて提示しておきたい。
国技館開館時の６月２日には，次の新聞記事に見るように，土俵を清め
る儀式が行われている。
・『時事』（M４２．６．３）の「地鎮祭と土俵祭り」
「吉田追風の地鎮祭を執行したる後，（中略） 増上寺住職堀尾貫
務師大導師となり，回向院住職本多浄巌以下の僧侶４０人を率いて
土俵に面して読経し，それより楽を奏しつつ土俵を三周して回向
院本堂に引き上ぐれば，（（後略）」
この国技館開館時の儀式は確かに土俵祭りの一種であるが，相撲の初日
に行われる土俵祭りとは異なるものである。この儀式では６０余名の僧侶が
読経しながら，土俵を周回している。これは，次の記事でも確認できる。
・『日日』（M４２．６．３）の「増上寺貫主の祈願」
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「堀尾大導師は衆僧６０余名を率い楽衆は楽を奏しつつ大書院より
序所と繰り出し，国技館北口より入りて，先ず館内酒浄財の儀を
そう
なし，それより読経しつつ土俵を一匝し了って西口より出でて回
向院本堂に入り（後略）」
そう そう
この記事では土俵を「一匝」したとあり，「三匝」したとはなっていな
そう
い。しかし，他の新聞記事から「三匝」したことは確実である。
国技館開館時の僧侶による土俵三周は，相撲初日に行われる土俵祭りの
触れ太鼓三周の始まりではない。従って，土俵祭りの触れ太鼓三周がこの
国技館開館時に始まったとするのは正しくない。実際，場所初日の「土俵
祭り」は６月４日に行われている。つまり，国技館開館日は６月２日だっ
たが，土俵祭りはその２日後である。その土俵祭りで触れ太鼓が土俵を周
回したのは，一周だけである。三周したのではない。これは６月５日付の
新聞記事で確認できる。
（a）『日日』（M４２．６．５）の「零時２０分太鼓」
「零時２０分に至って出た太鼓の数は例年の通り６個であるが，
当場所から常設館が出来たので，太鼓は市中を廻るに先立って
国技館東の花道から入って土俵を一巡し元の道から出て，それ
ぞれ受け持ちの方面に廻った。これは前例のないことで当場所
から新たに行なうことになったのだ」
（b）『報知』（M４２．６．５）の「大相撲初日取組」
「本場所大相撲は５日初日海上と決し４日正午に触れ太鼓を出
した。先ず６個の太鼓を打ち鳴らしつつ新国技館内へ入り，土
俵の周囲を一巡り廻って後，６組に別れて市中を触れ歩いたが，
何となく勇ましい。（後略）」
土俵三周の太鼓と触れ太鼓 385
（c）『二六』（M４２．６．５）の「触太鼓出づ」
「触太鼓は昨正午を以て常設館を出でたり。その出でんとする
や６挺の太鼓，西方入口より入りて打ち叩きつつ土俵を一巡し，
鼕々の音，場内に籠りて甚だ古風なるものなり」
（d）『萬』（M４２．６．５）の「触太鼓の響き」
「初日を出す出さぬの問題も目出度く納まって昨４日正午を過
ぎた２０分と云うに６組の触太鼓は恒例に依り協会を発し直ちに
東花道より観覧場へと繰り込み，土俵の周囲を一巡して元の道
を正門から繰り出したるが，鼕々の音は館内に響き渡りてその
快音は云うべからず」
（e）『朝日』（M４２．６．５）の「市中触太鼓」
「５日の初日は午前５時より新館の土俵に始まるので例に依り
４日朝早くより部屋廻りの年寄は各部屋を廻りて力士の病気を
調べて初日の取組を割当て１２時２０分６基の太鼓は西の花道より
入りて撥音高く打ち込んで土俵を一周して西門から出て両国大
通りより各方面へ赴いた」
このように，初日の前日（つまり６月４日）の土俵祭りでは触れ太鼓は
土俵を一周しているだけである１４）。開館日の６月２日の土俵清めの儀式で
太鼓がその土俵を三周したのは確かだが，それは土俵祭りの触れ太鼓三周
とは違ったものである。風間著『相撲，国技となる』に記述してあるよう
に，土俵祭りの触れ太鼓が国技館開館時に始まったとすれば，６月２日付
の新聞にも土俵を「三周」したという記事があってもおかしくない。しか
し，私が調べた限り，そのような新聞記事はまったく見当たらなかった。
それで，初日前日の土俵三周は明治４３年６月２日の国技館開館日に始まっ
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たのではないことを指摘しておきたい。
この指摘が間違っているとすれば，６月４日に行われた土俵祭りで触れ
太鼓が三周したという記事を私が誤解していることになる。さらに，６月
５日の新聞記事はすべて真実を伝えていないということにもなる。見落と
している資料が見つかれば，風間著『相撲，国技となる』の記述にあるよ
うに，国技館開館時で三周は始まっていたことになる。私は風間著『相撲，
国技となる』の記述を否定するつもりはない。ただ疑義を唱えているにす
ぎない。６月４日の土俵祭りで触れ太鼓が「三周」したという当時の記事
が一つでも見つかれば，それは土俵三周を裏付ける確かな証拠となる。本
稿を執筆している段階では，そのような資料を見つけることができなかっ
た。
それでは，初日の土俵祭りで「触れ太鼓」が三周するようになったのは
いつだろうか。それは，明治４５年１月場所である。次の新聞記事でそれを
確認できる。
（a）『読売』（M４５．１．１２）の「六基の触大鼓，面喰った勧進元と茶
屋」
「６基の大鼓は５０余人の呼出しにかつがれて撥冴ゆる土俵を廻
ること三度，館の裏門から出て各部屋を廻り，本所，向島，吉
原，下町，山の手，浅草，下谷の各方面に向かった。」
こ せ い
（b）『二六』（M４５．１．１２）の「勇ましい皷聲」
「（前略）正面入り口から館内に入る吉例に依って土俵の周
とうとう
囲を三遍廻って鼕々として打ち鳴らす太鼓の響きは勇ましいと
も物凄いとも（後略）」
ところが，新聞によっては「一周」として記述してあるものもある。
（a）『萬』（M４５．１．１２）の「相撲だよりー触太鼓」
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「１１日の触太鼓は顔触れの印刷を待って正１１時繰り出すことと
なった。６基の太鼓は恒例として国技館に入り東花道より観覧
場へ繰り込み，土俵を一周して正門より出て，出羽の海，雷，
友綱，尾車，浦風等，順次各部屋の土俵にて勇ましく取組を読
み上げ，それより各々持ち区に向かった」
（b）『都』（M４５．１．１２）の「勇ましい触れ太鼓」
「（８組の太鼓が）土俵を一周して」
どれが正しいかということになるが，「三周」とした記事が正しい。当
時，触れ太鼓は土俵を一周するのが普通だったのに，あえて「三周」と記
してあるからである。
明治４５年以降の新聞記事を調べてみると，同じ場所でも三周として記事
もあれば一周としてある記事もある。いずれかが正しいはずである。どれ
が正しいかを判断するのは難しいが，三周と記述してある新聞が一つでも
あれば，三周が正しいはずだ。また，明治４５年１月以降，触れ太鼓が常に
土俵を三周していたのかどうかさえ定かでない。というのは，どの新聞で
も「一周」として記述してある場合がたくさんあるからである１５）。土俵を
常に三周するというのは必ずしも定まっていなかったかもしれない。新聞
記事で見る限り，時には三周し，時には一周している。そうなると，いつ
「三周」することが決まったのかも調べる必要がある１６）。
４．なぜ左回りか
うにょうさんそう
仏教の作法の中には「右遶三匝」として対象物を右回りに三周回る作法
がある１７）。それについて，たとえば，岩波仏教辞典では次のように述べて
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いる。
うにょう う せ ん
「右遶：＜右繞＞とも書き，＜右旋＞ともいう．インドの礼法の
一つ．敬意を示したい対象（（貴人・聖火など）に右肩を向け，
その周囲を右回りに廻る礼．これが仏教にも取り入れられて，＜
うにょうさんぞう
「右遶三匝」＞（右回りを三回繰り返すること）の礼法が一般化
した．今日でも，たとえば法要に際して多数の僧侶が列を作り，
読経しながら仏堂や仏像の周囲を巡り歩く場合（遶堂・遶仏・遶
行・行道などという）や，葬儀の折りに霊龕（れいがん）の周囲
を三匝する場合など，諸種の仏教儀礼のなかにこの礼法が見られ
る。）
この三匝は古くから行われてきた作法で，浄土三部経の一つである「無
量寿経」にも見られる１８）。これはインドの最高の礼法であったようだ。今
でも，右側が浄い身，左側が不浄のものとして僧侶が法衣を着るときには
袈裟で左肩を覆う。この浄い身を礼拝対象に向けて回るため，右回りにな
るというわけである。
土俵祭りの触れ太鼓三周は左回りなので，神道にも仏教の「右遶三匝」
に相当するものがあるかもしれないと漠然と思っていたが，実は，そのよ
うなものは神道にはないことが分かった。神道でも，右回りが基本だそう
である１９）。寒川編著『相撲の宇宙論』（p．１０１）にも「右まわりに三周」す
ることが記述されている。
地鎮祭でも右回りをする。土俵祭りも地鎮祭の一種だから，本来なら右
回りになりそうだ２０）。しかし，実際は，そうではない。左回りに宗教的な
意義づけがないとすれば，他に理由があるかもしれない。
仏教の「右回り」に対し，相撲で「左回り」するのは特別な意味がある
はずだと素朴に考えていた。相撲は神道を基本にしているからである。も
し「左回り」に宗教的な意義がなければ，別の思想が反映している可能性
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もある。すぐ思いついたのは，日本古来の「左」優先の思想である。つま
り，古くは「左」が「右」より優位だという考えである。仏教と対照的に，
神道では対象物に左肩を向けて回ったかもしれないと考えたのである。も
ちろん，対象物は聖域となる土俵である。しかし，神道の本尊である神宮
や寺院などに確認したところ，左肩を対象物に向けて回るという思想はな
いということが分かった。宗教的な意義も左優先の思想も「左回り」には
何も反映されていないことになる。
相撲の「左回り」に他の理由があるとすれば，どんなことがあるだろう
か２１）。ここでは，一つの考えを提示しておきたい。つまり，左回りは人間
の動きを反映したものである。人間は左回りをするのが自然である。つま
り，相撲の左回りは意識的に選択したものではない。人間は無意識には左
回りするそうである。最初は特別に意識することもなく，体の動きに従っ
て動いていたはずだ。それが現在でも続いているだけである。それが真相
かもしれない。
左回りが，自然な体の動きだとする根拠をいくつか示す２２）。
（a）運動競技でも左回りが普通である２３）。右利きの場合，右から左
へ向かうのが自然な動きである。つまり，左肩が対象物の方向
へ向くのである。たとえば，運動会，陸上競技，野球などでも
左回りが普通である。
（b）踊りやゲームなどでも左回りが多い。
（c）赤ちゃんがよちよち歩きを始めるときも，左回りに動く傾向が
ある。
左回りするのは，左足を軸にし，右足で動くからである。つまり，左足
と右足は元々その機能に違いがある。これは生来備わっている特質である
ようだ。左回りが自然な体の動きだとすれば，触れ太鼓が左回りするのも
自然である。
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左回りするのが元々自然な動きだとすれば，「右回り」は意識的に動く
動作だということになる。左回りが自然な動きで，右回りはやや不自然な
動きである。不自然な動きに対しては，特別な意義が付与されなければな
らない。意識的な動きをすれば，それに新たな意義を付与するのが自然で
ある。仏教の「右回り」の意義はそれを反映したものだと解釈することも
できる。しかし，相撲の「左回り」は自然な動きなので，特別な意義づけ
は要らない。
土俵祭りで太鼓が土俵を左回りするようになったのは，その左回りが定
着しただけかもしれない。つまり，最初は人間の自然な動きを反映したも
のだった。左回りに特別な意義などなかったのであるが，時がたつにつれ
てそれに特別の意義を付与したというのが真相かもしれない。それが真実
かどうかは，もちろん，分からない。これは一つの推量であり，今後，検
討しなければならない。
それにしても，土俵を一周していた頃，どの方向に回っていただろうか。
一周していたころに，その方向に何か「意義づけ」をしていなかっただろ
うか。もし対象物を回る時，神道の場合，右回りが自然だったとすれば，
相撲ではなぜ左回りにしただろうか。相撲の儀式はほとんどすべて，基本
的に神道に基づいている。たとえ自然な動きが左回りだとしても，儀式が
神道に基づくのであれば，右回りをするのが自然である。しかし，実際は
そうでない。神道に従わなかった理由が他にあるかもしれない。
本稿では，左回りが「人間の自然な体の動き」なので，触れ太鼓はそれ
を反映したものかも知れないという見方もあることを指摘している。それ
が真実かどうかは，今後の研究に俟たなければならない。
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５．なぜ三周か
なぜ触れ太鼓が土俵を三周するかと言えば，相撲の三神に敬意を表する
からである。現在は，このような見方が一般的である。土俵祭りでは，こ
の三神に「天下泰平，五穀豊穣，土俵の無事」を祈願し，敬意を表して土
俵を三周するというわけである。具体的な「三神」は文献によって異なる
こともあるが，相撲に「三神」を認めることではほとんど一致している。
三神と三周には両方とも「三」があるので，何となく説得力がある。たと
えば，次の記述はこのような解釈をしている。
（a）『大相撲５月場所パンフレット』（S５０．５）／『相撲観戦入門‘０８
（新装版）』（H２３，p．１２）
「（前略）東の花道より二組の触れ太鼓が，太鼓を叩きながら
あめのみなかぬしのかみ たか み む す びのかみ
土俵溜りを三周（勝利の三神，天御中主神，高御産巣日神，
かみ む す びのかみ
神産巣日神に敬意を表するために三周する）して，土俵祭りの
儀式が終わります。この二組の触れ太鼓は他の組と共に，初日
の取組を市中に触れ歩きます。」（p．１５）
（b）学研『大相撲』（S５２）
「参列者に御神酒が回り終わると，東の花道から触れ太鼓二組
が登場し，土俵下を東から正面，西，向正面の順に三周する。
これは勝利の女神に敬意を表す意味を込めている２４）。太鼓が退
場すると拍子木が入り，これで土俵祭が終了する。」（p．２３２）
相撲の三神と言っても，もちろん，「同じ」神々だとは限らない２５）。具
体的な神々は別にして，相撲には三神がある。これは『相撲伝秘書』（（安
永５年）にもあり，随分昔から認められていた。しかし，この三神とは別
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に，漠然とした神々を認め，その神々に祈願するということも行われてき
た。むしろ，これが自然な祈願だったと言ってもよい。触れ太鼓を相撲の
三神ではなく，ある一定の目的を祈願することに結ぶつけることもありう
る。たとえば，次の話しはそれを反映している。
・２９代木村庄之助のお話
「１巡目は天下泰平，２巡目は五穀豊穣，３巡目は土俵の無事（今
場所）を祈願して太鼓を打ちます。この話は，私が子供の頃お給
仕をしながら，７代目式守錦太夫がお酒を飲みながら行司の話や
勝負の見方などの相撲の話本当に何回も聞かされました。」
（２００６．１０．１８）
祈願する対象がなく，祈願するというのも妙なので，相撲を見守る「神」
を認めつつ祈願するというのが真実であろう２６）。ただ，相撲の神として「三
神」を認めているかどうかは定かでない。神の名前を具体的に示すのでは
なく，「相撲の神」らしきものに祈願するということである。たとえば，
私たちが「明日いいことがありますように」とか「毎日健康でありますよ
うに」と祈るとき，具体的な神に祈っているわけではない。何となく「神」
の存在を認め，その神に祈願しているというのが真実である。
土俵祭りで祈る神々は，次に示すように，漠然とした神々だったはずだ。
（a）『都』（T１２．５．１１）の「夏場所は今日が初日」
「夏場所大相撲もいよいよ１１日初日となり１０日朝９時半，吉例
によって天下泰平，国家安穏，五穀豊穣の太鼓賑々しく土俵を
廻って後，国技館前に勢揃いし，各区に別れて触太鼓に廻った。
正午には太鼓祝いが協会楼上で開かれ，例年，触太鼓は８基で
あったが，今場所は９基の太鼓となった。」
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（b）『相撲』（S２７．４）の「大相撲観戦手引き」
「（前略）天神地祇，四季の神々，八百万の神々を祭って，『天
長地久，風雨順時，五穀成就』を祈願すると共に，もろもろの
凶事，災禍の起らぬように祈り，ここに始まる大相撲土俵上に
事故の生じないように願い，一方正しい相撲技を闘うことを誓
うのである。」（p．２７）
（c）『読売』（S３１．５．１９）の「土俵祭とふれ大鼓」
「土俵祭は神々に相撲を奉納するという精神から生まれたもの
で，もともと大衆自ら行うものであったが，現在は行司の主催
で本場所の開く前日に行われる。その順序は八百よろずの神々
をまつり，生産の振興と凶禍をはらうための祈願を行なったあ
と，西方白ふさの側から呼出しが三つの大鼓をならして参入し，
土俵の下を左から三回まわって退場，一同が神酒をいただいて
終る。この太鼓のうち一つは櫓にあげ，残り二つが他の大鼓と
ともに，付近に明日の取組をふれあるく。これがふれ大鼓であ
る。」
神道ではある空間を「聖域」にする場合，その周辺を三周することがあ
る。土俵を三周するようになったのは，たまたまそれを適用しただけかも
しれない。明治４５年以前，神道で対象物を三周するしきたりがあったかど
うか定かでないが，明治４５年にそのしきたりを今後は相撲にも適用しよう
という話し合いがあったかもしれない。すなわち，それまでは「一周」し
かしなかったが２７），考えを変えて「三周」するように決めたのである。な
ぜ三周することになったかは依然として不明だが，何らかのきっかけがあっ
てそのようになったことだけは確かだ。
これまで見てきたように，触れ太鼓の三周が「三神」と関わりがあると
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いう見方を提示してきたが，それが正しい見方かどうかは分からない。三
周するようになった事実に対して後から理由づけをしているにすぎないと
いう見方も可能だからである２８）。そもそもなぜ明治４５年１月になってこれ
までの「一周」から「三周」に変更したのか，それを確認できる資料が見
つからないのである。それが見つかれば，しかもそれが変更した当事者の
書いたものであれば，内容がどうであれ，それが始まりの真相である。時
の経過と共にその解釈が変わるのもまた当然である。現時点の三周は「三
神」と結びついているが，それは一つの見方として是認してよい。しかし，
別の見方があれば，これもまた是認してよい。これが本稿の立場である。
６．相撲の太鼓
これは平成１６年６月，国技館内で呼出し二人に質問し，それに答えたも
のである。呼出しは二人とも高砂部屋所属で，当時，共に十両だった利樹
之丞と邦夫である２９）。
A．現在の触れ太鼓
１．現在，触れ大鼓は何基あり，どの辺を触れ回りますか。
触れ回るのは４個ですが，所蔵しているのは１０数個あります。大小
さまざまです。地方巡業に持っていくのは，小さいものです。東京場
所の場合，４班に分かれています。
（a）本所周り （b）浅草周り （c）銀座周り （d）阿佐ヶ谷周り
町を練り歩くというのが触れ大鼓の趣旨ですが，同時に各相撲部屋，
ご贔屓さん，相撲関係者，相撲と馴染みのあるところなどを回ります。
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また，前もって依頼されていたりすれば，特別に回ることもあります。
入門した当初から「ここは行くんだよ」と先輩たちから言われている
ところも回ります。
触れ大鼓は，もちろん，相撲の前日に触れ歩くものであり，昔から
続いてきたものです。基本的には，宣伝のために街を触れ歩くとか相
撲部屋に明日の取組をお知らせします。触れ大鼓では，初日の取組を
何番か触れます。触れ回る時間は班によって異なります。相撲部屋だ
けでしたら午前中で終わりますが，両国界隈の場合，そこら辺のチャ
ンコ屋も夜，回ってくれるようにと言われたりするので，夜までかか
ることもあります。班によって，また頼まれる時間によって，本当に
いろいろです。
触れ大鼓の掛け声は，基本的に，語尾に「○○じゃぞ～え～」を付
け加えます。たとえば，「あすが初日じゃぞーえー。朝青龍には琴欧洲
じゃぞ～え～」となります。現代風に，表現を変えて「あすが初日で
す。朝青龍には琴欧州です」というような口上にすることはありませ
ん。
２．触れ大鼓を担ぐ人は全員，呼出しだけですか。アルバイトの人が担ぐ
ことはないですか。
基本的には，呼出しです。大鼓持ちとして他の人に手伝ってもらう
こともあります。大鼓を叩くのは，呼出しだけですが，大鼓を担ぐの
を他の人に手伝ってもらうこともあります。触れ回る時間が長かった
り，人数の配分が不足したりするときなどにお願いすることがありま
す。しかし，いつもとそうだといいうわけではありません，
土俵祭で土俵を三周するのは呼出しだけですし，触れ大鼓を叩くの
も呼出しだけですが，太鼓を担ぐのを他の人に手伝ってもらうことも
あるということです。他の人が触れ大鼓を叩くということはありませ
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ん。触れ大鼓の叩き方にも技が要りますので，他の人に太鼓を叩かす
わけにはいきません。
３．触れ大鼓を打ったり，担いだりするのに何か条件がありますか。
特別な条件はありません。太鼓がうまく叩けるようになったら，い
つでも回れます。入門して間もなくしてから，太鼓の叩き方は練習し
ます。
土俵祭の後片付けや次の日の準備などもあるので，それに支障がな
い程度で，呼び出しの「格」に関係なく触れ大鼓の仕事をやります。
基本的には，交代で叩いたりします。ある程度の人数は相撲場にも残
っていなければなりません。
４．触れ大鼓を打つ人は場所ごとに変わりますか。
触れ大鼓は呼出し全員叩けるので，基本的には，全員でやります。
太鼓は入門当初から修行します。仕事の配分で太鼓を叩かない場所も
ありますが，順番が交代するだけで，どこかの場所では必ず叩きます。
呼出しには監督が三名いますので，その監督が細かいことは指示し
ます。その上に，会長と副会長がいます。監督は三役，幕内，十両で
構成されています。
５．触れ太鼓が市中に出るとき，何時間くらいで帰って来ますか。
土俵祭が終わるとほぼ同時に，触れ大鼓は相撲場を出発しますが，
帰る時間は班によって変わります。頼まれている件数とか相撲部屋の
数や範囲などによって，触れ歩く時間に差が出てきます。夜までかか
ることもあります。特に両国界隈には相撲部屋が多いので，夜までか
かることも少なくありません。両国から行ける範囲であれば，例年の
ことですので，触れ大鼓が何時ごろ来るとわかっています。
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茨城とか埼玉とか千葉とかに相撲部屋があると，遠すぎるため，事
前に親方の許可を得て，行くのをお断りしています。部屋にたどり着
くのが，どうしても遅くなるからです。しかし，触れ回れる範囲であ
れば，できるだけ回るようにしています。
６．なぜ触れ太鼓は土俵を三周するか。
これは本当にわかりません。相撲博物館で調べてもらったほうがよ
いかもしれない。なぜ三周するのでしょうか。太鼓は三周するものだ
ということで，そのとおり三周していますが，その理由となると明確
なことはわかりません。なぜ三周するかを先輩から教わった記憶もあ
りません。行司さんが土俵祭を行うし，故実にも詳しいので，行司さ
んならわかるかもしれません。３３代木村庄之助に確認したところ（２００６
／１０／１５），若い衆のころ同じ趣旨のことを聞いたと言っていた。
面白半分に，土俵三周の「三周」は「参集」との語呂合わせだと言
う人もいますが，実際は別の理由があるはずです。三周するには元々
それなりの理由があって始まったでしょうから，調べればわからない
こともないでしょうが，現在はその謂れを知る由もありません。
７．土俵三周はいつ頃始まりましたか。
いつ頃，三周するようになったかについてもまったくわかりません。
相撲興行の宣伝のために，江戸時代から触れ太鼓があったということ
は何となく知っていますが，土俵を三周することがいつ頃始まったか
についてはまったくわかりません。
歴史的な経緯については，呼出しを生業としていても，意外とわか
らないのが実情です。呼出しという仕事は先輩の仕事振りを見ながら，
習得するものなので，長い歴史の中では口頭伝承も薄れてきます。呼
出し仲間で仕事や謂れなどを書き記し，それを伝承として受け継いで
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きたということもありません。呼出しは現在の仕事をこなしますが，
歴史的背景の知識までは必ずしも知る必要はありません。現実の仕事
については経験で話すことができますが，歴史的な経緯となると，話
が別問題となります。
８．土曜日に雨が降ったら，触れ大鼓はどうしますか。
触れ大鼓は雨や風や雪などに関係なく触れ回ります。一月場所は雪
に当たることもときたまありますが，それに関係なく回ります。大鼓
は土俵祭でお清めしたもので，神聖なものです。雨や雪に濡れないよ
うに，大鼓にビニールを上からかけます。濡れると音も悪くなります。
太鼓はビニールの上から叩いても音は変わりません。
最近では，一度だけ触れ大鼓を中止したことがあります。昭和天皇
が亡くなったときです。歌舞音曲のような賑やかな触れ大鼓は駄目だ
ということで，回しませんでした。櫓太鼓も叩きませんでした。
９．地方場所でも触れ太鼓は市中に触れ回りますか。
地方場所は本場所の一つなので，触れ大鼓は変わりなく回ります。
６場所はどの場所でも本場所に変わりありません。呼出し，行司，お
相撲さんもやることはどの場所でもまったく同じです。
花相撲としての地方巡業の場合は，本場所ではないので，太鼓の扱
いが少し違います。基本的には，相撲興行の宣伝のために触れ大鼓を
叩くように勧進元から依頼されるときだけ，触れ大鼓は回ります。も
ちろん，触れ大鼓は前日に回ります。
１０．東京場所と地方場所で，触れ大鼓が異なるものがありますか。
何も変わりません。太鼓は東京からそれぞれの場所へ送りますが，
触れ大鼓はまったく同じです。触れ回る太鼓の班数が異なることはあ
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ります。東京場所は４組を下ることはありませんが，地方場所では３
組のときもあるし，４組のときもあります。
B．櫓大鼓
１．櫓太鼓を叩く呼出しの位階は決まっていますか。
基本的には，幕下以下が叩きます。１，２年すると，序二段も叩け
るようになります。そうなれば，序二段でも叩きます。
朝大鼓は，現在，８時半から９時までです。お客さんの入場開始を
基本としています。相撲の取組は日によって異なりますが，入場開始
は朝９時と決まっています。朝大鼓はその日の相撲を告げるものなの
で，１５日間，毎日叩きます。
櫓には土俵祭で土俵を三周したものの一つを載せます。基本的には，
土俵祭で「清めた太鼓」を載せますが，別の太鼓を載せることもあり
ます。太鼓は何個か用意してあるので，必ず三周したものの一つを載
せなくてはならないということはありません。土俵三周する太鼓は代
表ということであって，別の太鼓がその代わりになることもあります。
２．毎場所，櫓大鼓を叩く人は変わりますか。
毎日，同じ呼出しが叩くわけではないので，幕下以下の呼出しが交
代で叩きます。他の仕事もあるので，それとの兼ね合いで割振りも変
わります。先にも触れたように，割振りは監督３名で決めます。
３．櫓太鼓の種類はいくつですか。
現在は，朝大鼓と跳ね大鼓の二つです。朝大鼓は一番大鼓です。跳
ね大鼓は弓取り式が終わってから叩く太鼓です。
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昔は，二番太鼓もあったようですが，以前のことなのでわかりませ
ん。先輩たちからそのような太鼓があったことを聞いているだけです。
４．種類によって櫓太鼓の打ち方は決まっていますか。
全部違います。それを何年かかけて練習しながら習得していきます。
上手・下手の加減は，もちろん，個人によって違いますが，一般的に
言って，朝大鼓の習得には入門してから３年ないし５年くらいかかり
ます。太鼓の叩き方に終わりはありません。呼出しは職人みたいなも
のなので，「完成」というものがありません。他の人が聞いて違和感を
覚えない程度の叩き方ができるようになるのが，３年から５年くらい
だということです。
実際，太鼓は奥が深く，これで「完成した叩き方」ができたという
ことがありません。巧いとか下手という感覚的なことは言えるのです
が，どれを「完成した叩き方」とするかは判断基準がありません。ど
の職人でも「上には上があり，その上は際限がない」と言っています。
たぶん，太鼓の叩き方も同じだと思います。
そうは言っても，基本的な叩き方はあります。その習得が最低３年
くらいだということです。監督がもう櫓に上げてもよいと判断すれば，
櫓の「上」に上げます。そこでまた，修行を重ねていきます。「上」に
上がって叩き慣れないと，いつまでたっても巧くなりません。３０分継
続して叩くうちに，自分なりの技も身についてきます。
櫓では二人で叩きます。一人は面を，もう一人は胴を叩きます。胴
を叩くのを行司間では「縁（ふち）まわし」と呼んでいます。
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C．地方巡業の大鼓
１．地方巡業にも櫓太鼓を叩きますか。
地方巡業でも朝大鼓は叩きます。朝大鼓はその日の相撲興行をお知
らせするものです。相撲興行が行われるのであれば，朝大鼓は叩くこ
とになります。
二日以上の興行であれば，跳ね太鼓も叩きます。跳ね太鼓を叩けば，
明日も晴天であれば，相撲興行があることを意味します。もちろん，
最終日には跳ね大鼓は叩きません。
２．地方巡業と本場所では，櫓大鼓に何か異なる点がありますか。
一日興行だけでしたら，朝大鼓だけです。それ以外は変わりません。
一日興行ですので，もちろん，跳ね太鼓は叩きません。本場所でも，
千秋楽では跳ね大鼓は叩きません。
３．一日しかない地方巡業と２日以上の地方巡業では，櫓大鼓の打ち方に
違いがありますか。
二日以上の同じ場所の興行でしたら，朝大鼓と跳ね太鼓も叩きます。
最終日には跳ね大鼓は叩きません。一日興行でしたら，朝大鼓だけを
叩きます。
４．地方巡業で触れ大鼓を叩くことはありますか。
あります。頼まれなければ，叩きません。地方巡業は，相撲協会が
勧進元さんに依頼されていくものです。勧進元から買ってもらってい
る相撲です。だから，勧進元さんが権限を持っています。触れ大鼓を
回ってくれと言われれば叩くし，言われなければ叩きません。
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それに対して，本場所は相撲協会の管轄です。協会が叩くなと言わ
ない限り，当たり前のように，触れ大鼓は叩きます。
現場で働く呼出しは現在の相撲の太鼓については具体的に知っているが，
過去の経緯については必ずしも詳しいわけではない。口承で受け継がれて
いると言っても，すべてをそのままの形で受け継いでいるわけでもない。
ここの記した対談形式の質疑応答は，今後，参考資料になることを念頭に
示してある。
７．おわりに
本稿では土俵三周をする触れ太鼓について調べてきたが，その結論をま
とめると，大体，次のようになる。
（a）触れ太鼓に関しては，元禄年間の『大江俊光記』でその存在を確認
できる。それ以前にもあった可能性があるが，まだ資料では確認で
きていない。
（b）土俵を太鼓が三周するようになったのは明治４５年１月場所である。
これは『読売』（M４５．１．１２）や『二六』（M４５．１．１２）で確認できる。
国技館開館時に土俵を三周しているが，それは僧侶による土俵清め
の式である（『時事』（M４２．６．３）や『日日』（M４２．６．３））。本場所
開催の「土俵祭り」と異なる。国技館開館時とは別の日に，本場所
開催を知らせる太鼓は土俵を一周している（『日日』（M４２．６．５）や
『報知』（M４２．６．５））。
（c）土俵をなぜ左回りするかに関しては，宗教的な意義づけはない。神
道ではその答えを得ることができない。神道では右回りが基調であ
り，左回りで聖域を清める「しきたり」はないようだ。この左回り
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は元々人間の自然な動きを反映したものであり，特別の意義などな
いかもしれない。
（d）土俵をなぜ三周するかに関しては，相撲の三神に対応するという
見方が一般的である。その三神に「「天下泰平，五穀豊穣，土俵の
無事」を祈願する。しかし，明治４５年以前は，太鼓は一周していた。
本稿では土俵祭りが神道と関係があるという前提で論を進めてきたが，
もしかすると，この前提そのものが間違っているかもしれない。たとえば，
寒川編著『相撲の宇宙論』（１９９３年）の山田著「土俵まつりと修験道」に
よると，土俵祭りには修験道儀礼に基づくものがあることを指摘している。
・山田著「土俵まつりと修験道」（寒川編著『相撲の宇宙論』（１９９３年））
「土俵の飾り方，女人禁制とすること，九字文を唱えること，
そして八百万神を神座におさめることなど，山伏によって伝承さ
れてきた民間神楽に類似するところにも土俵まつりの修験的性格
をみることができる。」（pp．１０１－３）
相撲の土俵祭の儀式がすべて修験道の儀礼で説明できるかどうかは分か
らないが，かなり密接な関係があることは理解できる。神道と修験道の違
いを私は理解していないので，残念ながら，土俵祭りの儀式が修験道を背
景として成立してきたのかどうかは分からない。それで，本稿では修験道
から見た土俵祭りについては全く触れなかった。ここでは，土俵祭りと修
験道がかなり密接な関係にあるとする見方もあることだけを指摘しておき
たい。
本稿の土俵三周との関連で言えば，修験道でも「右回り」するという。
・山田著「土俵まつりと修験道」（寒川編著『相撲の宇宙論』（１９９３年））
「（前略）禰宜（神職となった山伏）は，大幣を捧げて行列して
神座に入り，神座を右回りに三周し，大幣を神座におさめ，禰宜
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は屋根裏にあがって天の祭りをおこない，一同は八百万神の中で
も最も重要な神という切目の王子を勧請するのである。」
（p．１０１）
この「神座」は，土俵祭りでは「土俵」に相当するが，参列者は土俵を
右回りに三周するという。
注
１）土俵祭りについては木村庄之助（３５代，３６代）と式守錦太夫（１１代）に質問し，
式典の全般的な様子などについて教えてもらったが，なぜ太鼓が土俵を三周し，
なぜ左回りするのかに関しては明確な説明を得られなかった。長い歴史の間にい
つの間にかその経緯が忘れ去られたようだ。２９代木村庄之助からは一つの考えを
教えてもらった。それは本稿の中で述べてある。お世話になった方々に，ここに
改めて感謝の意を表しておきたい。
２）太鼓の数え方としてはよく「柄」が使われているが，本稿では「基」を使ってい
る。
３）本稿ではこの太鼓を「触れ太鼓」の名で統一してあるが，「清めの太鼓」や「浄め
の太鼓」と呼ぶこともある。土俵を清めることを重視すれば「清めの太鼓」であ
り，街中へ出かけて相撲の開催を触れ歩くことを重視すれば「触れ太鼓」となる。
現在，土俵祭りの司会者は「触れ太鼓土俵三周」と呼び上げている。
４）土俵を周回する太鼓の数は現在，２基で，街中を触れ歩く「触れ太鼓」は５基で
ある。以前は，土俵を周回する太鼓も「触れ太鼓」の数も必ずしも一定ではなか
った。実際，触れ太鼓が１６基の場合もあったし（S１０．１０），１３基の場合もあった（T
３．５／T９．１）．大正時代は６基から９基が普通だった。明治以降の太鼓の数を知り
たければ，当時の新聞を丹念に調べてみるとよい。かなり具体的な数がけっこう
記されている。
５）たとえば，櫓太鼓が高くなったこと，太鼓が伊勢ノ海部屋の所有だったこと，太
鼓を巡る訴訟沙汰，早朝の櫓太鼓叩きの停止，雨天の触れ太鼓の廃止，太鼓櫓の
構築，触れ太鼓の数や触れ回る場所など，行司と直接関わりない話題については，
あまり触れない。そういう話題に関しては，多くの文献で扱っている。
６）これは式守錦太夫（三役）に教えてもらった。祭主は土俵中央を背にして向正→
西→正→東という順序で徳俵に献酒を注ぐ。
７）相撲の太鼓は寛永の頃から伊勢ノ海家の専有だったという（古河著『江戸時代大
相撲』（pp．３３３－４））。もしその「寛永」が正しければ，触れ太鼓がその頃にはす
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でに始まっていた可能性もある。寛永は寛文より約３０年前にさかのぼる。寛永の
頃，或いはそれ以前に，触れ太鼓が宣伝のため回っていたことを示す資料はまだ
見ていない。見ていないが，触れ太鼓があった可能性を否定できない。勧進相撲
を知らせる手段として用いられたかもしれないからである。
８）これと類似の表現は澤田編『大相撲の事典』（H７，p．１７５）にも見られる。この本
でも享保年間に相撲の前日，触れ太鼓が回ったことを裏付ける資料は示されてい
ない。
９）江戸時代の太鼓は芝居と相撲だけに許されていたようだ。相撲の触れ太鼓が芝居
の前を通るときには一定の決まりがあったという。これは『紙屑籠』（天保１５年成
立）の「角力太鼓廻しの時」（『武技部１９』（p．１１７０））にも記述されている。もし
芝居にも触れ太鼓があり，それがいつ頃始まったことが分かれば，相撲の触れ太
鼓もいつごろ始まったかが類推できるかもしれない。太鼓そのものは寛永年間の
『あづま物語』（寛永２０年印本）にも確認できる（池田著『相撲の歴史』（p．９６））
が，それは相撲場の太鼓であって，市中に触れ回る触れ太鼓ではない。
１０）土俵を廻る太鼓は２基が普通だが，以前は３基の場合もあった。２基であろうと
３基であろうと，太鼓の数には特別の意味はない。土俵を廻った太鼓のうち，１
基が櫓太鼓となることが重要である。
１１）太鼓が土俵を二周したこともある（『中外商業新報』（M３８．５．２０））が，なぜ二周し
たかは不明である。
１２）同じ文面は『相撲講本』（p．６８０）でも見られる。
１３）『悠久（７８）』（H１１）の「土俵祭」（p．５８）で土俵を三周するようになったのは戦後
であると記述してあるが，これは勘違いによるミスである。
１４）明治４４年夏場所でも触れ太鼓は土俵を一周している（たとえば『時事』（M４４．６．１０））。
１５）新聞記事ではないが，たとえば『春場所相撲号』（S１０．１）の「相撲祭拝見記」（p．１５３）
でも太鼓は土俵を「一周」したと記述している。
１６）新聞で周回数を調べても，当てにならない場合が多い。というのは，どの新聞で
も「一周」としてある場合があるが，それが真実なのかどうかがはっきりしない
からである。その前後の場所では「三回」となっていることもある。私は昭和６
年までの新聞を調べてみたが，太鼓の回数は一定していなかった。むしろ「一回」
として記述してあるのが圧倒的に多かった。
１７）この右回りについては回向院の僧侶に教えてもらった。しかし，なぜ左回りにす
るかに関しては分からないという。
１８）日本大百科全書（小学館）によると，浄土三部経とは『無量寿経』二巻，『観無量
寿経』一巻，『阿弥陀経』一巻の三典のことである。それぞれの経典の中身につい
ては，私はまったく知識がない。
１９）これは神社本庁の瀬尾広報部長に教えてもらった（H２２．８．２３）。明治４３年６月２日
の国技館開館時に僧侶たちが土俵を三周したとき，どの方向に回ったかは不明で
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ある。そのとき，左回りしたのであれば，例外的である。もし右回りをしたなら
ば，なぜそういう廻り方をしたのか説明が必要である。その日，僧侶たちが左回
りしたので，その後の触れ太鼓でも左回りになったのかもしれない。いずれにし
ても，神道では左回りに特別の意味はなさそうである。
２０）なぜ大相撲の土俵祭りで左回りにするかについて宮内庁，出雲大社，伊勢神宮等
にも尋ねてみたが，その理由については分からないということだった。相撲協会
に尋ねてみたらどうかということだったが，協会や行司さんもその理由について
述べた資料はないと言う。結局，今のところ，左回りや三周の理由については明
確な回答がない。
２１）触れ太鼓が左回りをするという事実を述べた文献は非常に多いが，なぜ左回りす
るかを述べた文献は，残念ながら，見たことがない。これは，私がたまたま資料
を見落としているだけかもしれない。
２２）この動きは科学的に証明されているかどうかは分からない。非科学的な根拠に基
づくかもしれないが，ときどきそのような動きがよく見られるということが話題
になることがある。もしこれらの根拠が簡単に崩れるような代物であれば，本稿
で述べている「自然な動き」そのものが自然でなくなってしまう。その際は，や
はり別の理由を見つけなければならない。これらの知識は同僚や知人との雑談の
中で得たものである。
２３）専門分野が体育系である同僚の話によると，たとえばアフリカでは右回りが普通
の国々もある。その理由は定かでないそうだ。もしそのような国の幼児のほとん
どが自然に「右回り」するのであれば，それは体の仕組みがそのようになってい
ると説明できる。しかし，そうでなければ，「右回り」は後天的に習得したことに
なる。いずれにしても，ここで例示してある根拠らしきものは，そういう「傾向」
があるというだけにすぎない。これらの根拠と相撲の「左回り」にはまったく関
係がないかもしれない。
２４）勝利の女神がどの神々を指しているか定かでないが，勝利の三神を指しているの
であれば「天御中主神，高御巣日神，神産巣日神」である。もしかすると，相撲
の三神「天照大神，住吉大神，戸隠大神」を指しているかもしれない。具体的な
名称がない場合，どの神々を指しているのかがはっきりしないことがある。
２５）相撲の異なる神々については，たとえば拙稿「土俵祭の祝詞と神々」（２００４）でも
ある程度詳しく扱っている。戦前と戦後では相撲の神々が異なるし，「三神」にし
ても具体的には文献によって異なる。たとえば，戦前には「天神七代，地神五代」
の神々があったり（たとえば『角力新報』（M３１．８，pp．５４－５）や藤島著『力士
時代の思い出』（S１６，p．２４６）），三神として「八幡宮，天照皇大神宮，春日大明神」
の神々があったりした（『相撲伝秘書』（安永５年））。戦後の三神としても「戸隠
の大神，鹿島の大神，野見宿禰の命」（たとえば『大相撲』（S５５．１，p．１４２）），「手
力男命，建御雷神，野見宿祢」（たとえば山田著『相撲の民俗史』（H８，p．１７６）
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や彦山著『相撲道綜鑑』（S５２，p．６１４）），「天御中主神，高御巣日神，神産巣日神」
（たとえば『大相撲５月場所パンフレット』（S５０．５，p．１５）），「天照大神，住吉大
神，戸隠大神」（たとえば荒木著『相撲道と吉田司家』（S３４，p．１８０）や吉田著『原
点に還れ』（H２２，p．２１５））などがある。このように，三神と言っても文献によっ
て神々の名称が異なる。同じ神々を別の名称で表していることもある。たとえば，
た ちからおのかみ たけみか
戸隠大神と戸隠神社奥宮の祭神・手 力男 神，鹿島大神と鹿島神宮の祭神・武 甕
つちのかみ のみのすくねのみこと
槌 神），野見宿祢 尊は「同じ」神を表している。
２６）「天下泰平，国家安穏，五穀豊穣」の願い事を念じながら太鼓を打つというのは，
太鼓を打つ人の気持ちを表したもので，土俵の周回数とは関係ない。一周してい
た昔もそういう気持ちで太鼓は打っていた。ただ目新しいのは，太鼓の三周に願
い事を一つずつ当てはめていることである。「神」を意識するか否かは別として，
祈願するためにはやはり「神」の存在を認めているはずだ。
２７）これは土俵を周回した場合のことで，実際は土俵を周回しないこともあったはず
だ。
２８）太鼓が三周するのは神々と関わりなく，単に雰囲気を盛り上げるための「景気づ
け」だけかもしれない。特別な意味付けなど最初からなかったという見方もあり
うる。本稿ではそのような見方があることを認めた上で，あえて別の意味付けも
あることを指摘している。，
２９）この二人は，高砂部屋所属の３３代木村庄之助に紹介してもらった。現在，この二
人は幕内呼出しである。
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